
【中学校の部 最優秀賞】

「笑顔にしてくれるもの」

奈良県立青翔中学校 ３年 上山 葉月

私は物心ついた頃から料理をしていたらしく

父とサラダを作った時のビデオが残っていま

す。母は子ども用の包丁を与えてくれて、小

学三年生では一人でトマト料理を作るなど料

理が大好きでした。中学生になるとレパート

リーも増えました。オムライスやお肉の炒め

ものは家族に好評で妹と一緒にチョコレート

ケーキなどのお菓子も作ります。祖母も料理

がとても上手でかやくごはんはいつも祖母の

手作りで家庭の味を教えてもらっています。

けれども、まだまねのできない料理があり

ます。それは母の卵焼きです。だしの味、や

わらかな触感、焼き具合は何回作っても同じ

味にはなりません。いつかは母の味に到達し

たいと思っています。

私は料理を通して、家族との絆を感じます。

祖母から料理を学び、母の味を目指し、妹と

一緒に作り、父と弟は私の料理を美味しいと

食べてくれます。私にとって食は、家族を笑

顔にしてくれるかけがえのないものです。
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